
 

 

３ 緑地の確保について   

 

■本拠点活用に当たっての緑地の確保について 

本拠点における整備に当たっては、まちづくり条例または工場立地法に基づき、一

定の緑地の確保が求められる。 

以下、まちづくり条例及び工場立地法に基づく緑地確保の基準を整理する。 

これらによると、 

 

・開発区域の 25％の緑地を確保（まちづくり条例） 

・生産施設面積の敷地面積に対する割合は、40/100 または 35/100 

・緑地面積率は 20%以上、環境敷地面積率は 25%以上 ※環境敷地面積に緑地面積

含む 

・緑地に建築物屋上等の緑化施設含む  など 

・環境施設面積に「森林ふれあい施設」「公園的な調整池」を含むことができる（以

上、工場立地法） 

 

なお、これら基準に準拠した緑地を平地部分のみで設けることは困難であることか

ら、法面部分を開発区域に含めることが求められる。 

 

 

  



 

 

■秦野市まちづくり条例施行規則抜粋（緑地確保関連部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

■秦野市まちづくり条例施行規則抜粋（緑地確保関連部分、つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

■工場立地法のあらまし 

 



 

 

 

 



 

 

  



 

 

■本拠点における緑地確保について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 


